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動物 :芝ヤギ,雄,2歳。

臨床事項 :2000年 4月 17日 ,元気消失 と食欲廃絶

で当大学家畜病院にて診療を受けた。可視粘膜は蒼

白,肺音粗,泡沫性の流涎を認め加療 したが,症状

は好転せず 20日 に死亡,病理解剖に処 された。血

液検査では好中球増加 (白 血球数 45,400/μ l,う ち好

中球 89%)が顕著であった。

細菌学的所見 :肺炎病巣から,Ⅳ洸αγググα spp.と

3%J′励s ttηgグθηsな コ%θグ′ι%sろπυたが分離された。

肉眼所見 :肺の全域に栗粒大から小指頭大の不整形

白色調ないし化膿性の小結節が密発 し,硬度を増 し

ていた (写真 1)。 肺付属のリンパ節は髄様に腫大し

ていた。肩前 リンパ節,腸骨下 リンパ節,回盲部腸

リンパ節に乾酪化膿瘍が形成されていた。

組織所見 :栗粒状の結節はいずれも結合組織に被覆

された化膿性病巣であり,結節内部には希に真菌の

存在が確認された (写真 2)。 非結節部の肺組織,小
気管支でも化膿性ないし線維素性の肺炎を生じてお

り,時折真菌が存在 していた。上記のリンパ節乾酪
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化膿瘍ではノカルジアのロゼ ットが多数観察 された

が,肺組織内では見出されなかった。

診断と考察 :ノ カルジアと真菌の共生的重複感染に

よる肺炎がしばしば報告 されていることから,そ の

可能性があるのではなかろうか出題 したが,最終的

には「真菌性化膿性肉芽腫性肺炎」 と診断された。

また,形成された肺の結節を慢性膿瘍か肉芽腫 とす

るかについては,肉芽腫でよい とされた。


